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いのちがけの告白（使徒4:12）
　
今の時代は、特別な国以外は、裁判のときに、どんな凶悪な犯罪者であっても必ず弁護士が付くようになります。裁判のニュースで見るときもあるし、ドラマなどでも裁判の風景が映る場合があります。必ず弁護士がついて弁護をするようになるでしょう。しかし、宗教裁判の場合は、話が少し違います。今日の聖書の箇所は、クリスチャンであり、またイエスがキリストだとお証しすることによって捕まって裁判に預かっているペテロの話です。当時の裁判でもあるし、また宗教裁判のようなものなので、ここではペテロのことを弁護する人などは一切いません。しかもペテロ自身も自分自身を弁護するような能力も余裕もありません。一言うっかりすると、また裁判する側の気に入らないことを言ってしまうと、その場で殺される可能性もある裁判でした。しかし、そこで一つも揺れずに、まためげずにペテロは自分の信仰を告白します。世界中でイエスの御名のほかに、私たち人間が救われる名として、どのような名も与えられていません。この告白は、いのちがけの信仰告白でした。つまり、ペテロにとって、自分のいのちよりこの信仰告白の方が大きいし大事なもので、尊い価値あるものだということでしょう。ペテロが持っていた信仰告白はそのような内容でした。自分のいのちより大事な告白でした。だから、いのちがけで信仰告白に取り組むようになったお話です。
皆さんは、どのような信仰をお持ちになり、また信仰告白に立っていらっしゃるのでしょうか。最近、アベノミクスによって景気が上向きになっている流れがありますが、実態経済はそうでもないようです。それで実際に人々から聞こえてくるお話は生きることが大変だということです。経済の問題だけではありません。家族内で様々なトラブルがあったり、健康の問題、会社での適用が難しいなど、いろいろな問題を抱えて生きるので、生きること自体が大変であるということです。しかも、それがクリスチャンの方々も例外ではないと思うのです。大体、みな同じ話です。話のテーマも大体、みな一緒ではないかと思います。そこでクリスチャンの方々も世の中の人と一緒にため息をしてしまいます。まるで神様がそのような個人の事情、都合などをまったく分かっていらっしゃらないかのように、ときには、神様は本当にひどい方なのだなと心のどこかで思うようなときもあります。それほど生きることがたやすいものではないということでしょう。しかし、問題は、そのような中でクリスチャンの方々がうっかりとその大変なことのゆえに、その悩みと問題のゆえに、ペテロがいのちがけで告白していた信仰告白を逃してしまう心配が実はあるのです。神様は、すべての事情、弱さ、都合をご存知です。問題は、神様が知らないで知らんぷりしているわけではありません。神様は見ていらっしゃいます。世の中の人と一緒ではなく、クリスチャンなので、ペテロのようにその心配事の前で、その弱さと悩み事の前で、信仰告白を逃してしまうのではないか。逆に、それを材料として、心配事、自分の都合より大きな、それをはるかに上回る信仰告白のことが分かっているのか。その信仰告白を本当にささげているのかということを見ていらっしゃいます。そのことによって問題だと、大変だと思っていたのに、実はそうではなくて、暗やみの力が砕かれて、クリスチャンが本来歩くべき神様が備えられた勝利の道を歩むための門が一つずつ着々と開かれるようになるということです。皆さん、本当に信じていらっしゃるのでしょうか。誰であれイエス・キリストを信じている者は、いつ死んでも天国に迎え入れられるように保障されています。心配、問題ありません。ですから、そのときまで生きる理由がまったく違います。何を食べるか飲むなどの今までの人生、動物のレベルの人生ではなくて、神のかたちとして、聖なる尊い生きる理由が許されているのです。しかし、それが何かによって阻まれて、何かによって邪魔され阻止されています。「大変だな。なんでこんな問題があるのだろう。なぜ自分自身にはこんな弱さがいまだにあるのだろう。なぜ中々、変わらないのだろう。なぜ状況、環境が改善しないのだろうか」と思いため息をする間に、暗やみの力によって目が暗くなって見えなくなり、神経がそちらの方に行かないで別の方向に行き、世の中の人と全く同じ人生を送るようになります。もったいないし、ものすごく悔しいし、残念です。財産や学歴の程度とは一切関係ありません。その人の人格的なレベルが上か下かなども一切関係ありません。イエス・キリストを受け入れたものは、イエスの証人として、教授にも政治家にもお医者さんにも保育士にも心理カウンセラーにもできない、暗やみに捕らわれている魂を助け出すことができる唯一の存在です。それはいのちより大事な信仰告白です。それでいのちがけの信仰告白によって開かれます。本当の信仰告白を、今日のペテロのように死を覚悟したうえで信仰告白をするならば約束します。私たちの目には見えないけれど、クリスチャンの心も精神も捕え、家庭環境や周りのすべてを動かしている目に見えない暗やみの力が砕かれるようになります。信仰告白はものすごいパワーです。神様がなさったことだし、これからもその信仰告白を見て、神様ご自身がなしていかれることですので、私たちにとって大切なのは信仰告白です。その信仰告白がいのちがけのものなのか。それは「よし、もう死んでも仕方ありません」という意味ではありません。自分のいのちより大事だということが分かっていたのです。そこがクリスチャンの課題であり、クリスチャンの勝利のポイントになるということを覚えていてください。そういう意味で、今日は私の方からメッセージを語るというよりは、皆さんと一緒にお互いに何があっても譲れない信仰告白の内容を確認し、ともに確かめ告白をしていきたいと思います。この中にすべてがあります。しかし、長く言わなくても、忘れないで惑わされずに信仰告白の人間として残りの人生を生きていきましょう。優秀な人間ではなく、信仰告白の人間として、残りの生涯を生きていきましょう。大金持ちになるのもいいでしょうが、その前に信仰告白の人生を生きていこうではないですか。
ペテロが言いました。世界中でキリストの、イエスの御名のほかに、私たち人間が救われるべき名として、どのような名も与えられていません。この中にはこのような内容が含まれています。まず第1に人の人生のまことの希望はキリストだけです。キリストだけが人生の唯一の希望です。これが信仰告白です。世の中にすばらしいもの、必要なもの、あらゆる宗教、いろいろな理論などたくさんあります。皆さんの内側にもいろいろな教育と経験などによって蓄えられた、教わってきた様々な内容があるでしょう。それにも関わらず、一切、自分の人生、人類の希望とは関係ありません。これが私たちの信仰告白です。いのちより大事な信仰告白です。キリストの他に、希望は宇宙のどこにもありません。本当にそのように信仰告白をしていらっしゃるのでしょうか。それがいのちがけのものになるようにしましょう。いのちが奪われてもこの信仰告白は捨てることができません。それをクリスチャンと言います。うちの子どもが良い学校に入ればハッピー、そうでなければ落ち込む。クリスチャンはそういうことではありません。病気が治ればハッピー、病気が中々、治らなければ信仰はやめよう。それはクリスチャンではありません。何がどうであれ、これは譲ることができません。これは捨てることができません。いのちをかけて、いのちが奪われることがあっても、キリストの他には希望はありません。
私がこの礼拝の時に、全部、お話しすることは無理です。毎週、いろいろなところでその話が話されていると思っているし、そういうつもりですが、自分で聖書を見て研究し、聖書を見て黙想し祈った結果、もっと固いものになりました。聖書が言っているのは、これ一つしかありません。創世記1章から旧約のマラキ書までの全部を合わせて、一つのことしかありません。ほら、見なさい。キリストの他にはどこに希望があるのか。あなたがたは今、何に希望を託し、どこに希望を求めて生きているのか。そこではありません。Uターンしてください。キリストの他には希望がありません。神様は正確にはどれぐらいの年月か分かりませんが、何千年とかけて証明されました。これは私にとっては首にナイフを刺されても否定できません。キリストの他には、奇跡が起きても希望がありません。政権がどう変わろうが希望はありません。凶悪な犯罪者が更生されて優しい人間に変わったとしても、その人の人生にそれは希望になりません。キリストの他には絶対に希望はありません。そして、自分は短い知識ですが、歴史を勉強して、歴史を振り返って少しでも吟味してみた結果、世の中に希望はありません。どんなにすばらしい王様や大統領が立ったとしても希望はありません。どんなに優秀な国が興されたとしても、長続きする国はありません。この世の中には希望はありません。これが歴史の証明です。それから、申し訳ありませんが、自分の身近なちっぽけな人生ですが、自分の人生を振り返ってみたときにも、キリストの他にはどこにも希望はありませんでした。何ものにも私にとっては希望にはなりませんでした。それが証拠です。なぜでしょうか。

世の中の人はこの話が一番嫌いです。教会でもこの話を嫌う教会があります。私はもはやキリスト教会ではないと思います。キリスト教会は倫理や道徳的な話をしているところではありません。今、申し上げましたように、何ものでも救いようのない人の問題を解決するキリストの話をするところです。だから、キリスト教です。なぜキリストの他には希望は全くありませんと言うしかないのでしょうか。世の優秀な人が誰も知らない、聖書にのみ教えられ、私たちが実際に抱えて経験している創世記章から始まりました人の罪、原罪のこと、悪魔のしわざ、霊的問題が何か分かれば、そのようにしか言えないのです。私たちは、問題や悪さ、良さなども、全部、表面ばかりしか知りません。人の目が届かない、人の知識が届かない、根深いところに、コアというところに、どうにもならない原罪という罪を抱えています。良いものを悪いというつもりはありません。しかし、どんなに良いもの、すばらしいものでも、それにはかなわないので希望にはならないのです。努力は当たり前なことでしょう。しかし、努力は人の原罪、悪魔のしわざにはかなわないから、努力には希望を見ることができないのです。これが私たちの信仰告白です。キリストの他には希望はどこにもありません。私にとってこれはいのちより大事です。
その結果、そういう意味で、このように告白するようになります。キリストの他には、すべてちりあくたのようなものだという意味です。なんでもかんでも否定するということではありません。人の根本的な本当の問題にはかなわないという意味で、ちりあくたと言うのです。キリストの他には。それを悟っている者をクリスチャンと言います。何が大事でしょうか。極端に申し上げると、キリストの他には、どうなっていても私たちは揺れる必要のない性格のものです。それは家族であれ、旦那さんであれ、人の愛情であれ関係ありません。キリストの他には希望はありません。そして、キリストだけにしか希望がないのに、その他は真っ暗なのに、そのキリストが実際に世に来られました。それを私たちは信じます。つまり、キリストによって人生は助かる。キリストによって人の問題を解決して人は幸せになり、また地獄の運命から解放されるという約束が成就するのです。そのキリストが実際に来られ約束が成就して、キリストとしての働きを全うして完成しました。その証拠が何かというと、キリストが来られるとこういうことがあると昔から預言されていたそのとおりのことが起きたのです。まずは処女が身ごもって子どもを産む。キリストが来られるときには男女関係によるものではなく、聖霊の力によって宿られ、人の体を借りて処女から生まれるようになると預言されていたのですが、宇宙の中で処女から生まれた者は誰もいないのですが、そのような事件が起こりました。それから、処女から生まれたその方が30歳ぐらいになったときに、聖書には少ししか書いてありませんが、様々なしるしを行いました。湖の上を歩きながら、死んだものを生きかえらせたり、らい病や目の見えないものをいやしたり、足なえが歩けるようになったり、貧しいものに福音が伝えられたりということが起きていました。それが旧約の聖書に、もしキリストが来られたらそのようなことが起きる、これがしるしだと預言されていたものがそのとおりに起きていたのです。その中で最高の証拠が何かというと、聖書に書いてあるとおりに死んで復活したと後で証言したように、もしキリストの一番の証拠が何かというと、キリストが来られたら人類の罪のために代わりに背負って、十字架で血を流して死ぬ。死んだ後は市の力を打ち破って、3日目によみがえられるから、それを見たら「キリストだ。キリストが来た」と分かりなさいと預言されていたのですが、それも起きました。十字架にかけられて本当に宇宙の中でたった一人死者の中から3日目によみがえられたのです。その方がイエス様です。言われたとおりになりました。

つまり、私たちがいのちより大事にする信仰告白は何か言うと、キリストの他には希望がありませんが、イエスがそのキリストですというのが信仰告白です。世界中に有名な宗教や優れた宗教指導者、教祖、英雄、偉人などいっぱいいます。しかし、キリストには当たりません。イエスが唯一の希望であるキリストです。これが信仰告白です。つまり、イエスの他にキリストはありません。どんなにあそこで奇跡が起きて感動的なお話をしていても、私をいのちがけで守ってくれる人間がいてもキリストではありません。イエスがキリストです。と言いますのは、先ほどの「キリストの他には希望はありません」との告白は、「他はちりあくた」につながるようになります。イエスがキリストであれば、もう成就して完成しているのであれば、これっぽっちも迷う必要も躊躇する理由も混乱する理由もありません。人類のテーマはひとつに絞られます。このイエスを信じるか信じないかだけです。これがテーマです。これが私たちの信仰告白です。何が悪で何が善なのでしょうか。イエスが基準です。イエスがキリストだから、唯一の希望だから。そこですべてが分かれるようになります。イエスはキリストです。それがペテロの告白の中に含まれている告白の内容です。イエスがキリストです。イエスこそが悪魔のしわざを打ち壊して、人の罪を完璧に処理し、創造の神様と一緒になって元通りの神のかたちを回復するいのち、その方です。そのことによってキリストというのは根本から問題を解決し、すべての問題を解決し、全く新しい存在につくり変えられるという意味があります。イエスはそのキリストです。もうこれ以上、人生の迷いはいりません。躊躇もいりません。即決です。それが私たちの信仰告白です。どんなに忙しいことがあれ、どんなにすごいことが待っていて、どんなに重要なことが控えているとしても、イエスの方に行くことを邪魔するようなものは宇宙に存在しません。イエスはキリストです。
ですから、当たり前に、このような信仰告白につながるようになるでしょう。「誰であれ」が大事です。ユダヤ人は「ユダヤ人が」と思っていました。他の人、病気の人、貧しい人、疎外されている人などは無視されていました。しかし、イエスがキリストである限り、誰であれ、そのイエスをキリストとして信じる者は、信じる信仰です。他になにか条件はありません。イエスを信じる者はだれであれ永遠のいのちに預かります。これが信仰告白です。これが私たちがいのちより大事にする信仰告白です。イエスを信じる者であれば、死の影の谷を歩いている者であっても、過去、イエス様の隣で十字架にかけられ一緒に死んだ凶悪な強盗、殺人の犯罪者であれ関係なく、イエスによってイエスを信じる者は、永遠のいのちを持ちます。「わたしはあなたがたに言います。まことにまことにわたしのことばを信じ、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、裁きにあうことなく死からいのちに移っているのです」を私たちは信じます。永遠のいのちに預かるというのは、一言で言うと、すべての問題を解決して、全く新しいものに変えられ、これから生きる世界が違う世界になるという意味です。永遠のいのち。この言葉よりよい言葉はありません。ローマ8:2に書いてあるように、以前は、イエスを信じる前は、死と罪の原理によって一人も例外なく滅びるしかありません。それが適用できなくなってしまいます。死と罪の原理から解放され、永遠に滅びることはもう存在しません。Ⅰコリント3:16、イエスを信じたそれだけで、神殿と呼ばれるように聖霊が宿る存在に変わります。当たり前にピリピ3:20に書いてあるように、いつ死んでも天国に迎え入れられるように、天の御国の国籍をもって行くようになります。そのときまではヨハネ14:16-17に書いてあるように、聖霊によって完璧に勝利の人生へと導かれるようになります。放っておくことなどありません。誤解しないように。そして、天国に行くまでの生きる間に永遠のいのちを持つというのは、ルカ10:19に書いてあるように、サソリと蛇に踏みつく、悪魔と暗やみの力を縛り上げることができる権威が許され、その権威を使って権威が現れる者になるということです。なぜでしょうか。暗やみの力に捕らわれている魂を助け出さなければいけないからです。

いつからでしょうか。イエス・キリストを信じて受け入れたことによって、その瞬間からこのような存在に変えられ、このような世界を生きるようになることを神の国と言います。クリスチャンの私たちが、世の中を生きていながらも神の国のものであり、神の国を生きる存在だということを信じています。すべての問題が終わって全く新しい者につくり変えられ、いつでも幸い、幸せと告白できる存在、天国の希望をもって地上にいる間に、世の中の人にはできない最高の仕事ができる存在につくり変えられるということを永遠のいのちを持つと言います。つまり、イエスを信じる者は、永遠のいのちを持ちます。これが信仰告白です。

それから、当たり前な結果でしょうが、そのときから目が開かれます。私たちが捕らわれていたこの世、今現在も人々が捕らわれて滅びているこの世を見る目が変わります。これが信仰告白です。この世の希望は、唯一の希望であるイエス・キリストが宣べ伝えられる福音宣教、伝道だけだというのが私たちの信仰告白です。これもイエスがキリストですという信仰告白と同じ重みを持っていのちがけの信仰告白であり、いのちより大事な信仰告白です。この世の希望は、伝道の他にはありません。他に必要なこと、やるべきことはいっぱいあるのではないか。そうでしょう。しかし、そういったすべてを私たちはこのように理解しています。福音宣教のためにあるのです。これが信仰告白です。もし皆さんが、心からこの告白ができるようになれば、皆さんを取り囲んでいた目に見えない暗やみの力は砕かれて去っていくようになるでしょう。なぜうまくいかないのでしょうか。何か困難があることは問題ではありません。しかし、クリスチャンとしてまことの答えの人生の門が開かれないままごじゃごじゃしている理由は、暗やみの力なのです。なぜそれがあるのでしょうか。もちろん、それも神様の導きです。信仰告白をいのちより大事なものとして理解し、その告白を待っていらっしゃるのです。世の希望は伝道だけです。これが分かることによって最後に一つ残っていますが、その告白に正しくたどり着くようになります。それから、いのちが始まるようになるし、祈りが祈りになるし、メッセージがメッセージになるし、すべてが輝くものに変わります。ペテロが神殿の前で施しを求めていた、生まれつき足のきかない人に向かって言いました。金銀はわたしにはない。わたしにあるものをあなたにあげよう。ナザレ、イエス・キリストの御名によって歩きなさい。金銀では希望はありません。その金銀とは、コインのことを意味するのではありません。キリストの他に、キリストが伝えられる福音宣教の他にある世の中のすべての全部を意味します。そこに希望はありません。当たり前でしょう。私たちは自分の人生をもって、希望は唯一キリストなのだと告白したのであれば同じではないでしょうか。私たちは今も天国に行かず、世の中を生きています。なぜでしょうか。世の中の希望がクリスチャンの私たちの唇を通してイエスはキリストで、イエスの他には希望がない。しかし、どんな人間でもこのイエスを信じることさえあれば、永遠のいのちを持ちますという話をしてもらうために私たちは今、生かされています。皆さんは、何を目標とし、何をビジョンとして持って頑張っていらっしゃるのか分かりませんが、それがクリスチャンの生きる理由、本来の存在の目的ではありません。そこを変えないといけません。そのためにはこの世の希望は福音宣教だけです。皆さん、どんな人であれ、それはうわべです。

たぶん、どこに行ってもこの話をするつもりなのですが、日本人と韓国人、アメリカ人はだいぶ違います。その違いを日本人より私の方がもっと詳しいかもしれません。私は研究の思いもあったりするので、そのような目で見ています。お話しすると、日本人も普通にやっているので気が付かないことが結構、あったりします。だいぶ違います。たとえば、韓国の人はダイレクトに物事を言う。日本人は遠まわしに言う。韓国の人は大事な話は大きな声で言います。日本人は大事な話はもっと小さく話します。私は習慣が中々、直らないのですが、説教をするときも韓国人は大事な説教を情熱のある人は声が大きくなります。そうすると日本人の場合は、メッセージの前に起こられているのかなとみな思うようです。それは文化の違いなので、そういうことにひっかからずに恵まれることを祈りたいと思いますが、違いがいろいろあります。顔つきが似ている韓国人と日本人でもそうなのに、アフリカの人などはもう言うまでもないでしょう。しかし、どんなに違いがあっても同じことがあります。エペソ2:1に書いてあるように、生まれながら自分の罪過と罪の中にあって死んでいたものであることは一緒です。ここを逃してしまうと、その違いによって混乱してしまいます。でもここを握っていれば、その違いがお互いを理解するための、補うための材料になります。まったく違います。
それから、その結果、魂が死んでしまったというのは、神様が本来、一緒にいた存在なのに神様が人間を離れてしまったということです。その結果、仕方がなく、エペソ2:2に書いてあるように、空中の権威を持つ支配者、悪魔に従って世の流れに従って生きるしかありません。それは何を意味するかというと、形はいろいろあっても結局は滅びる方向に突き進んでいくということです。それは共通です。経済を偶像にするか、仏像を偶像にするか、形が違うだけであって世の流れなのです。同じです。誰が作ったのでしょうか。空中の権威を持つ者がいます。目には見えません。神が離れてしまった結果、悪魔が支配するようになりました。それは共通です。世界、時代を越えて一緒です。そこをしっかり見ないといけません。そういう意味で、みなアダムの子孫です。国がどこであれ、ある意味、みなファミリーなのです。聖書にはこう書いてあります。神が離れてしまったことがどれほどのものなのかというと、エペソ2:3には、生まれつき神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるとあります。これは白人でも黒人でもみな一緒です。文化がどう違おうと一緒です。これがこの世です。この世を理解するときに、目に見える違いの前に、その中に入って目に見えない共通している部分を見ないといけません。だから、この世をしっかり正しく見ていた者は、この世はしばらく経ちますと滅びる惑星だと見ます。これは聖書の証言でもあります。

その結果、自分なりにいろいろなところでいろいろな形で生きるために頑張っているのですが、すべて疲れて重荷を負って生きるしかないというところです。財産のために親子が喧嘩したり、保険金のために殺したり、詐欺を働いたり、自分の娘を嘘で誘拐したりというようになります。そのような人だけが悪いという意味ではありません。世の中はそういうところです。イスラム国の人は今、テロをしていて、彼らは悪くて私たちは悪くないと言う。それは表面です。クリスチャンは中身を見ている唯一の存在ですから、このように告白します。世の希望は福音宣教の他にありません。みな疲れてさまよっています。
最後の告白です。これがいのちがけの告白にならなければなりません。ぜひ覚えていてください。だから、ペテロは今、宗教裁判の場で告白していると言うことを強調して申し上げました。最後の告白です。信徒、信者、クリスチャンの人生のテーマは、この世を生かす福音宣教、それを契約と言います。神様がクリスチャンの私たちをとおして、希望のない、福音宣教の他には希望のないこの世を生かそうと契約を結ばれました。だから、クリスチャンの生きる理由は、永遠のいのちを持ち、何もうらやましいことなどありません。ハッピーです。だから、クリスチャンのテーマは、何を食べるか何を飲むか、どうすれば昇進できるか、いい大学に入れるか、就職できるかではなく、とてもハンサムな人、かわいい人と結婚できるかがテーマではなくて、クリスチャンのテーマはひとつです。福音宣教です。イエス様が最後におっしゃいました。聖霊があなたがたに臨まれるときに力を得て、エルサレムから、ユダヤ全土、サマリヤ、地の果てにまで、わたしの証人となります。これがクリスチャンのテーマです。クリスチャンであればだれでもです。これがいのちより大切な信仰告白です。契約は、今、希望のない、疲れている世の中に向かって、イエスが希望だ、イエスがキリストだと、その証人として用いられるということが契約です。そして、そのことをみことばの運動と言いますが、それがどんどん拡散され、地の果てにまで、世界にまで、つまり、分かりやすい言葉で言いますと、世界福音化ということが契約です。それがテーマです。どういう意味かと言いますと、分野はいろいろ違うでしょう。住んでいる場所も違います。社会的な身分も国籍も職業も会社も違います。いろいろな違いがあって、いろいろな才能があるにもかかわらず、信者であれば皆テーマは一緒です。イエスがキリストだとお証しするためです。学生のテーマと会社員のテーマが違うわけではありません。主婦のテーマと男性のテーマが違うわけではありません。これがいのちがけの信仰告白です。最初からたどっていきますと、当たり前にたどり着くべきなのに、中々、これは信仰告白になっていません。たとえば、勉強をする学生は、勉強をおろそかにという意味ではありません。勉強をしながら「神様。今のこの勉強が契約のために、イエスがキリストだというお証しのために、このお証しが世界中に広まることのための勉強であることを信じます。そのような勉強になるようにしてください」と心から祈りつつ、仕事をしながらも、音楽を作りながらも、神を賛美するすばらしい音楽を作ると言うのももちろんありますが、絵を描きながらも「神様、イエスがキリストである、そのお証しのために、それが世界中に広まっていくことのためにこの絵を描きます。そのような絵描きになるようにしてください」。同じです。会社で仕事をしながらも同じです。それを24時の祈りと言います。だから、信仰告白がしっかりとできていないといけません。どうせ同じことをするでしょう。勉強を軽んじなさいという意味ではありません。より一生懸命、やらないといけません。しかし、同じ勉強をしながらもそういうことが全くなしで世の中と一緒にするより、勉強は副テーマで、この勉強がイエスがキリストであると証しすることのために、これがテーマだから、お医者さんは患者を治療しながら「神様。この治療がイエスがキリストであるとお証しのために、その治療になるようにしてください」と祈ります。難しくないでしょう。なぜ難しいのかと言いますと、これがいのちがけの信仰告白になっていません。
前にもお話ししたように、ものすごく悪い習慣を持っている。たとえば、極端にそれで警察に捕まったとしましょう。だから、イエスがキリストですというお証しができない、まずそれをしっかり正してからやりなさいと思うのですが、その人の弱さによってそうしてはいけないでしょうが、そういうことがありました。それにもかかわらず、私が生きる理由は、イエスがキリストだとお証しすることだという告白には変わりはありません。だから、そこで悔い改めつつ、この悪いことでも用いられて、これが神様の祝福になって、イエスがキリストであるお証しができ、これが世界にまで広まることのためになるようにしてくださいと祈ることは、何かによって阻止されるものではありません。でも、私たちはついつい何か足りないものがある時は、そこをきちんと整えてから伝道とか言います。けれども、イエスを信じている限り、どんな問題を抱えていようが、どんなに優れた才能を持っていようが、その人の人生のテーマはひとつです。そのテーマをもって、テーマがしっかりしていないから倒れたかもしれないし、とにかくテーマを逃していてはいけません。感情的にならないように。契約です。一般的にも契約を交わす時に、感情が入ってしまうと話になりません。契約は契約です。何のために生きているのでしょうか。それは毎日のことで、ささやかなことであっても、このテーマを常に覚えていれば奇跡が起きるようになります。それを祈りと言います。何かあったときに「神様。何とかしてください」というのは、神社やお寺ですることであって、クリスチャンの祈りはそうではありません。永遠のいのちを持っていらっしゃるのでしょうか。それはいのちより大事な信仰告白にしていらっしゃるのでしょうか。そうならば、何を食べるか飲むかが、私たちのテーマではありません。大体、この話を特殊なクリスチャンの話のように思うことがいけません。信者のテーマは、福音宣教です。イエスの証人です。何をしようがそうなのです。それがみな疎通できたときに、ワンネスと言いますし、出エジプトの奇跡、教会には奇跡が起きます。本当です。ただレクリエーションなどを通して、心をほぐし皆で手を取り合う。それは5秒ほど経ちますと限界が来ます。この信仰告白が、いのちより大事なものになって、性格がどうであろうが、どんな仕事、どんな分野であろうが関係なく、私たちはワンネスです。これがクリスチャンであり、教会と言います。上、下、関係ありません。下は下なりにイエスの証人、上は上なりにイエスの証人です。今、歴史が流れている理由は、そのためです。それを難しい言葉で、週末的歴史観と言います。信者はそのような見方を持っていないといけないし、最後に申し上げますと、このテーマのために、私たちに与えられている祝福を豊かに味わうことがテーマです。負担をもって頑張ることではありません。個人の黙想の時でもあるし、礼拝でもあります。とにかく、ここまでがいのちがけで、いのちより大事にして守らないといけない信仰告白です。
そうならば、皆さん、朝目覚めたら、ここにいる方々は、今日、メッセージを聞いていない方々は仕方がありませんが、聞いた方々は逃げられないので、朝目覚めたら、まず他のなにがどうであろうが構わないで、まっすぐに信仰告白をしましょう。どんな告白でしょうか。一緒に1回やってみましょうか。「キリストの他には希望がありません」。そして、聖書の箇所を取り上げてください。「イエスがキリストです。イエスを信じる者は永遠のいのちを持っています。世の希望は伝道だけです。自分のテーマは福音宣教です。自分の人生のテーマは、イエスの証人です」。この告白から始めてください。

それから、これがいのちより大事な告白であれば、一生をかけて永遠に何があってもこれを告白するという決意とともに、実践してみてください。暗やみの力が逃げ去ることを必ず経験するようになるでしょう。サタンがやっていることは、他のことではありません。あらゆることを通して、この告白に立たないように、また告白を唇でするとしても、いのちがけの告白にならないようにします。これがサタンがやることです。だまされないで、必ずクリスチャンとしての具体的な神の国勝利の門が開かれることの主人公になることを祈りたいと思います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ペテロが死ぬことを覚悟の上で、その死ぬことより大事な信仰告白をささげていることを通して、いのちがけの信仰告白を教えられました。どうかこの信仰告白の内容を吟味しながら、それはいのちより大事なものだということを自分の中で結論付けて、覚悟の上で信仰告白とともに、残りの生涯を勝利とともに歩むことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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